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中井俊樹氏

白山工業株式会社
執行役員 防災システム事業部長

『IoT地震観測サービス』専用に
開発された地震計「PL200」

自治体 大学・研究機関　
コンサル業

金融業・保険業 不動産業運輸業製造業

建物に設置した地震計から
データアップロード

クラウド上で
管理／解析

各種通知／連携
サービス展開

+α

医療・福祉 教育

1.計測 2.管理 3.共有

安全確保、事業継続判断、初動体制構築、人員リソース適切配置、早期復旧、
情報公開による企業価値向上

サプライチェーンの
被害状況把握

医療、福祉従事者の招集
家族への安心情報の提供

家族への安心情報の提供 集まってきたデータによる研究
データを利用した分析、
コンサルティング

地域の被害状況把握
避難者の受け入れ判断
住民への適切な情報伝達

顧客資産の損害把握
支払いの迅速化

物流網の被害状況把握
駅等での誘導案内

テナント、利用者へのアナウンス
帰宅困難者の受け入れ判断

LTE-M Wi-Fi

通知

API

拠点の被害状況の早期把握

トータルソリューション提供により、BCPに限定せず、多様な業界での活用が期待できる

「
こ
ち
ら
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
の

に
、
す
ぐ
隣
の
区
画
で
は
揺
れ
が
小
さ
く

被
害
も
少
な
い
な
ど
、
地
震
の
被
害
は
一

様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
報
道
な
ど

で
発
表
さ
れ
る
震
度
は
細
か
く
て
も
市
町

村
単
位
で
、
個
々
の
企
業
が
参
考
と
す
る

に
は
メ
ッ
シ
ュ
が
荒
い
。
結
果
、
全
国
に

展
開
す
る
拠
点
の
復
旧
対
応
の
優
先
順
位

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
多
く
の
場
合
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
初
動
は
手
探
り
の
状
態
に
な
り

ま
す
」

　

日
本
の
企
業
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
震
災
対
応
。

長
年
に
わ
た
り
、
主
に
公
的
な
地
震
観
測

網
向
け
に
地
震
計
・
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し

て
き
た
白
山
工
業
で
執
行
役
員
を
務
め
る

中
井
俊
樹
氏
は
、
震
災
発
生
時
の
被
害
把

握
の
難
し
さ
を
こ
の
よ
う
に
語
る
。「
そ

の
た
め
企
業
は
、
関
連
エ
リ
ア
の
被
害
確

認
・
復
旧
の
た
め
に
、
各
地
に
多
く
の
人

員
を
派
遣
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
「
仕
方
な
い
」
と

続
け
ら
れ
て
き
た
人
海
戦
術
に
依
存
す
る

初
動
対
応
も
、
２
０
２
０
年
に
始
ま
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
見
直
し
の
転

機
が
訪
れ
て
い
る
。
多
数
の
人
が
同
じ
場

所
に
集
ま
っ
た
り
、
移
動
し
た
り
す
る
こ

コ
ロ
ナ
禍
で
見
直
し
迫
ら
れ
る

 〝
人
海
戦
術
〞の
初
動
対
応

は
、
た
だ
低
コ
ス
ト
で
広
範
な
震
災
の
被

害
を
迅
速
に
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
が
手
に

入
る
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
そ
れ
以
上
に

注
目
し
た
い
の
が
、『
Ｉ
ｏ
Ｔ
地
震
観
測

サ
ー
ビ
ス
』
の
拡
張
性
だ
。

「
ク
ラ
ウ
ド
に
デ
ー
タ
を
収
集
・
保
管
す

る
た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
限
定
せ
ず
、
様
々
な

用
途
へ
の
デ
ー
タ
利
活
用
が
期
待
で
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
保
険
業
界
で

は
迅
速
か
つ
正
確
な
保
険
料
審
査
、
あ
る

い
は
不
動
産
業
界
で
は
震
災
時
の
駆
け
つ

け
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
な
ど
、
多
様
な
業

界
で
新
サ
ー
ビ
ス
創
出
の
起
点
に
な
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
」（
中
井
氏
）

　

そ
の
新
サ
ー
ビ
ス
創
出
を
強
力
に
後
押

し
す
る
の
が
、
収
集
・
蓄
積
し
た
デ
ー
タ

を
他
の
会
社
の
シ
ス
テ
ム
で
も
利
用
可
能

に
す
る
「
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
）
連
携
」
の
実
装
だ
。

　

実
際
、
２
０
２
１
年
１
月
に
は
、『
Ｉ

ｏ
Ｔ
地
震
観
測
サ
ー
ビ
ス
』
と
建
築
物
の

構
造
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
強
み
を
持
つ

構
造
計
画
研
究
所
の
『
建
物
被
害
早
期
損

傷
把
握
シ
ス
テ
ム
』
と
の
間
で
初
の
Ａ
Ｐ

Ｉ
連
携
を
開
始
。
新
た
な
災
害
リ
ス
ク
評

価
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
さ
ら
に
連
携
の
裾
野
を
広
げ
る

方
針
の
白
山
工
業
。
実
は
同
社
に
は
、
同

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
見
据
え
る
ビ
ジ
ョ
ン

が
あ
る
。
そ
れ
が
、「
企
業
が
災
害
情
報

を
相
互
利
用
す
る
社
会
」
の
実
現
だ
。

「
各
社
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を
相
互
利
用

で
き
れ
ば
、
よ
り
高
精
度
・
高
密
度
な
地

震
観
測
網
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
災
害
に

対
し
て
強
固
な
社
会
を
作
る
一
助
と
な
る

は
ず
。
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

『
Ｉ
ｏ
Ｔ
地
震
観
測
サ
ー
ビ
ス
』
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
ま
ず
は
多
く
の
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
連
携
を
通
じ
、
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
と
成
長
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
も
し
興
味
を
も
ち
、
賛
同
し

て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
気
軽
に
お
声
か

け
い
た
だ
き
た
い
」（
中
井
氏
）

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
と
地
震
計
を
組
み
合
わ
せ
た
だ

け
な
ら
ば
、
他
に
も
選
択
肢
は
あ
る
。
そ

の
中
で
『
Ｉ
ｏ
Ｔ
地
震
観
測
サ
ー
ビ
ス
』

が
競
合
サ
ー
ビ
ス
と
異
な
る
の
は
、
実
績

あ
る
地
震
計
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
高
精
度
の

「
計
測
」
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
デ
ー
タ
を

ク
ラ
ウ
ド
で
「
管
理
・
分
析
」
し
、
得
ら

れ
た
情
報
を
「
共
有
」
す
る
ま
で
の
流
れ

を
ト
ー
タ
ル
で
提
供
す
る
点
に
あ
る
。

「
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
、
基
本
は

年
間
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
定
期
利

用
契
約
）
形
式
で
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

通
常
高
額
に
な
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
地

震
計
の
購
入
コ
ス
ト
な
ど
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
、
価
格
面
で
も
優
位
性
が
生
ま
れ

ま
す
」（
中
井
氏
）

　

し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
ト
ー
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト

と
が
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
る
か
ら
だ
。

　

そ
ん
な
中
、
企
業
の
震
災
に
対
す
る
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
高
度
化
す
る
だ
け
で
な
く
、〝
ニ

ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
〞
に
転
換
さ
せ
る
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
白
山
工
業
が
２
０
２
０

年
４
月
に
リ
リ
ー
ス
し
た
の
が
、『
Ｉ
ｏ

Ｔ
地
震
観
測
サ
ー
ビ
ス
』
だ
。
名
前
の
通

り
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

化
）
技
術
を
駆
使
し
た
地
震
計
タ
イ
プ
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
広
域
・
多
拠
点
・
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
な
ど
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
観
測
網
を
構
築
し
、
遠
隔
か
つ
リ
ア
ル

タ
イ
ム
な
管
理
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
例
え
ば
全
国
展
開
す
る
企
業
な
ど

は
、
震
災
発
生
時
、
ど
の
拠
点
が
ど
の
程

度
被
害
を
受
け
て
い
る
の
か
一
目
で
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
、
最
低
限
の
人
の
動
き

で
最
大
の
効
率
を
実
現
す
る
〝
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
の
震
災
対
応
〞
の
展
開
が
可
能
に

な
る
の
だ
。

「
リ
モ
ー
ト
体
制
で
も
情
報
収
集
が
で
き

る
上
、
被
害
状
況
の
確
認
の
た
め
に
各
地

に
派
遣
す
る
人
員
の
削
減
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
被
害
が
深
刻
な
地
域
に

重
点
的
に
復
旧
要
員
を
派
遣
す
る
な
ど
効

率
的
な
意
思
決
定
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
な
り

ま
す
。
拠
点
数
の
多
い
企
業
だ
け
で
な
く
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

注
力
し
て
い
る
企
業
に
も
有
効
で
す
」

（
中
井
氏
）

計
測・管
理・共
有
ま
で
を

ト
ー
タ
ル
で
提
供

白山工業

顧客ニーズに合わせて観測網を構築
クラウド型の『IoT地震観測サービス』

白山工業の民間向け地震観測システム『IoT地震観測サービス』は、
BCPの高度化だけでなく、異なるサービスを繋げ、まだ見ぬ付加価値の創出をも喚起し、

従来の地震計測システムの「単に震度を把握するもの」というイメージを覆す。


